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　平成31年度（令和元年度）

●戦略的産業育成支援事業
•株式会社あしびかんぱにー
　沖縄観光コンテンツ開発環境整備事業
～沖縄型新ライブ・エンタテインメン
ト・コンテンツ創出～
•一般財団法人沖縄 IT イノベーション戦
略センター
　簡易版スタートアップスタジオのビジ
ネスモデル構築・実証事業
•株式会社ザ・ウェーブ
　沖縄の優位性を活用した e-sports 産業
の確立事業
•有限会社サニー沖縄
　沖縄の強みを活かした県産及び国産成
果の販売促進事業

●地域産業連携支援事業
•株式会社沖縄 TLO
　産学官連携推進ネットワーク形成事業

●地域産業支援事業
•一般財団法人沖縄マリンレジャーセイ
フティービューロー
　情報の可視化による高付加価値サービ
スの標準化を目指す事業
•公益財団法人沖縄県産業振興公社
　沖縄におけるベンチャーファンドのあ
り方に関する調査事業

●人材育成事業
•公益社団法人沖縄県情報産業協会
　即戦力 IT 人材育成事業

●北部地域産業振興事業
•一般社団法人羽地ネットワーク
　羽地コミュニティ・ビジネス事業
•国頭村
　国頭村シェアリングエコノミー観光振
興事業
•株式会社沖坤
　泡盛蒸留粕を用いた環境にやさしい固
化体製品の開発とその応用
•株式会社伊江島物産センター
　伊江島とその特産品のブランド力向上
事業
•株式会社未来ぎのざ
　規格外果物等料理体験事業
•株式会社セレンディピティ
　フクギに宿る精霊に祝福されるウェ
ディング事業開発

　令和２年度

●戦略的産業育成支援事業
•株式会社あしびかんぱにー
　沖縄観光コンテンツ開発環境整備事業
～沖縄型新ライブ・エンタテインメン
ト・コンテンツ創出～
•株式会社ザ・ウェーブ　他２社
　沖縄の優位性を活用した e-sports 産業
の確立事業

●地域産業連携支援事業
•株式会社沖縄 TLO
　産学官連携推進ネットワーク形成事業

●地域産業支援事業
•一般財団法人沖縄マリンレジャーセイ
フティービューロー
　情報の可視化による高付加価値サービ
スの標準化を目指す事業

●北部地域産業振興事業
•一般社団法人羽地ネットワーク
　羽地コミュニティ・ビジネス事業
•株式会社沖坤
　泡盛蒸留粕を用いた環境にやさしい固
化体製品の開発とその応用
•株式会社伊江島物産センター
　伊江島とその特産品のブランド力向上
事業
•株式会社ぎのざ
　規格外果物等料理体験事業

　令和３年度

●戦略的産業育成支援事業
•株式会社沖縄県物産公社
　沖縄オンライン物産展構築事業（ニュー
ノーマル時代に対応したビジネス展開）

●地域産業連携支援事業
•株式会社沖縄 TLO
　産学官連携推進ネットワーク形成事業

●地域産業支援事業
•公益財団法人沖縄県産業振興公社
　SDGs ビジネス支援事業
•沖縄県酒造組合
　泡盛のブランドイメージ向上を目指し
た古酒化に関する調査研究事業

●北部地域産業振興事業
•株式会社伊江島物産センター
　伊江島とその特産品のブランド力向上
事業
•株式会社沖坤
　泡盛蒸留粕を用いた用途分野に応じた
固化体製品の開発
•合同会社OKINAWA BIO SHIITAKE
　自社・商品ブランド力の強化と売上の
拡大

　令和4年度

●戦略的産業育成支援事業
•株式会社沖縄県物産公社
　沖縄オンライン物産展販促チャネル多
様化事業（ニューノーマル時代に対応
したビジネス展開）

●地域産業連携支援事業
•株式会社沖縄 TLO
　産学官連携推進ネットワーク事業

●地域産業支援事業
•ゆいまーる沖縄株式会社
　世界に誇る沖縄の伝統染織物の継承と
発展の仕組み構築事業

●北部地域産業振興事業
•株式会社伊江島物産センター
　伊江島とその特産品のブランド力向上
事業
•株式会社わんさか
　「つながる地方物産展」を核とした外部
販売拡大事業

採 択 事 業  

※事業者・団体名は、採択当時のものです。

【申請に関するお問い合わせ】 【事業計画に関するご相談】
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補助対象者
沖縄県の産業振興に資する
取組を行う企業・団体等

戦略的産業育成支援事業

沖縄県の施策と連動し、付加価値の高いビジネスモデルの創出等を
推進する戦略的産業（リーディング産業である情報通信産業、観光
リゾート産業、新たなリーディング産業と位置付ける国際物流機能
を活用した臨空・臨港型産業等）の育成・支援を行う事業
● 補助率3/4以内　※県出資法人は10/10以内

2

エネルギー基盤安定整備事業

沖縄県におけるクリーンエネルギーの利活用、エネルギー供給の不
利性低減及びエネルギー基盤安定化に資する事業
● 補助率2/3以内（上限3千万円）

3

地域産業連携支援事業

産業分類の異なる複数の事業者団体等で構成する連携体が行う、地
域産業の活性化・高度化に寄与すると認められる研究開発事業
● 補助率3/4以内

4

地域産業支援事業

地域特性を生かした地域産業の活性化・高度化に大きく寄与すると
認められる新技術、新製品の研究開発事業、調査研究事業、地域産
業育成支援事業
● 補助率2/3以内　※県出資法人は10/10以内

5

技術基盤整備事業

技術の集積化、他産業との連携による高度化・高付加価値化、生産
プロセスの見直しによる競争力強化等を推進し、沖縄県全体への波
及効果が期待されるものづくり・生産技術の基盤整備事業
● 補助率1/2以内（上限1千万円）

6

人材育成事業

マネジメント人材、研究者及び技術者に対して専門的知識を習得さ
せるため、国公設試験研究機関、先進企業等への派遣研修事業、海
外派遣研修事業等の人材育成事業
● 補助率3/4以内　※県出資法人は10/10以内

　活用のポイント事業・支援の流れ

7

北部地域産業振興事業

北部地域の産業振興に資する事業
　対象地域名護市、国頭郡、伊平屋村、伊是名村
● 補助率3/4以内

※国・県等が実施する他補助金の交付対象となる場合は、当事業の補助は対象外となります。

※例年の予定です。

事業に関するQ＆A

　•補助事業に直接従事する方の人件費
　•専門家招聘に係る謝金及び旅費
　•職員旅費
　•調査、研究開発、公設試験研究機関の
　　試験等の外部委託費
　•商品開発や改良に伴うパッケージ変更に
　　かかる費用
　•催事出展料、研修等参加費用（負担金）

※補助対象外となる経費もございますので、
　詳しくは県HPの「募集要項」をご確認ください。

どんな事業が
対象になりますか？

※過去の採択事業については、
　裏表紙をご参考ください。

Q1

A 沖縄の産業振興につながる
事業計画が対象です。

どんな経費が
対象になりますか？

Q2

A 以下は、対象経費の例です。

補助上限額は
どのくらいですか？

Q3

A 補助金予算は年度により
異なります。
補助金予算の範囲内で、
採択事業を決定します。
目安としては、
１件あたり1千万円程度です。Q&A

●事業実施期間は１年間（4月～翌
年3月）です。

●複数年度にわたる事業計画の申
請も可能です。
　※審査は年度ごとに実施

●沖縄県の「新たな振興計画」に
即した産業振興に繋がる提案で
あれば、幅広い事業での活用が
可能です。

●事業の実施にあたっては、コー
ディネーターによるハンズオン
支援※を受けることができます。

※ハンズオン支援
　事業の効率・効果的な推進のため、必要な
　知識・ノウハウの提供、助言等のサポート

公
益
財
団
法
人 

沖
縄
県
産
業
振
興
公
社

沖
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県
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・
団
体
等

1.募集開始（２月中旬）

7.実績報告

3.審査（3月初旬～３月中旬）　

4.審査結果通知（３月下旬）

5.事業計画実施（４月～翌年３月）　

6.ハンズオン支援（４月～翌年３月）　

補助対象事業の種類

2.応募（募集締切：２月末～３月初旬）
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台
湾
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
が
、
肝
心
な
沖
縄
大
会
を
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
開

催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
む
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン

大
会
に
切
り
替
え
て
沖
縄
台
湾
対
抗
戦
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
日
本
台
湾
合
計
で
同
時
接
続
数

2
、
5
0
0
を
記
録
し
ま
し
た
。
2
0
2
2
年
6

月
以
降
、
オ
フ
ラ
イ
ン
で
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
手
通
信
事
業
者
が
ス
ポ
ン

サ
ー
と
な
り
大
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
前
よ
り
は
ス
ポ
ン
サ
ー
が
減
っ
て
お
り
、
ス

ポ
ン
サ
ー
収
益
に
依
存
す
る
モ
デ
ル
か
ら
の
脱
却

が
必
要
で
す
。

3 

今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
福
岡
で
成
功
事
例
が
あ
る
よ
う
に
、
グ
ッ
ズ
展

開
等
で
ス
ポ
ン
サ
ー
収
益
以
外
の
マ
ネ
タ
イ
ズ
手

段
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
沖
縄
市
場
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
当

初
の
目
的
通
り
台
湾
と
の
連
携
や
県
外
大
手
企
業

の
誘
致
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
e
ス

ポ
ー
ツ
大
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
実
施
可
能
で
す

が
、
や
は
り
オ
フ
ラ
イ
ン
大
会
の
方
が
沖
縄
観
光

と
の
相
性
も
よ
く
、
ス
ポ
ン
サ
ー
も
集
ま
り
や
す

い
の
で
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
大
き
な
オ

フ
ラ
イ
ン
大
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
3

年
３
月
に
は
県
内
商
業
施
設
で
開
催
し
ま
す
。

4 

事
業
を
活
用
し
た
感
想
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
黎
明
期
の
産
業
に
つ
い
て
、
種
ま
き
か
ら
啓

蒙
・
認
知
活
動
ま
で
幅
広
く
支
援
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
直
接
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
な
か
な
か
繋
が

ら
な
い
福
祉
系
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
（
引
き
こ
も
り

の
子
ど
も
支
援
と
し
て
、
e
ス
ポ
ー
ツ
を
利
用
し

て
外
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
も
ら
い
、
専
門
家

の
ケ
ア
へ
つ
な
げ
て
い
く
）
も
実
施
で
き
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
で
、
県
内
で
も
福
祉
団
体
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
事
業
で

コ
ラ
ボ
し
た
企
業
が
高
齢
者
向
け
e
ス
ポ
ー
ツ
を

推
進
す
る
な
ど
、
当
社
以
外
に
も
大
き
な
拡
が
り

を
得
ま
し
た
。
今
後
も
沖
縄
の
地
場
産
業
活
性
化

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
持
続
と
循
環
を
テ
ー
マ

に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

代 表 者：住吉 基伸
業　　種：eスポーツ大会の主催・
　　　　　運営
設　　立：2016年7月
資 本 金：300万円
住　　所：浦添市字城間3019番地
　　　　　座波建設ビル内
T　E　L：098-879-0073

 

株式会社
ザ・ウェーブ

CASE

DATA

1

I
T
戦
略
室  

室
長
：

渋
川   

浩
史

戦
略
的
産
業
育
成
支
援
事
業

台湾と沖縄の参加者がオンラインで対戦した「琉熱台湾大会」（台湾会場）

沖縄ロワジールホテルで開催した国際大会には県外からも多数参加

産
学
官
連
携
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
事
業

02
県内大学や公設試験研究機関等と連携し、新商品・新サービスの創出に向け、
研究開発に取り組む県内企業が対象です。

●プロジェクト支援費の提供
●ニーズ・シーズマッチング
●プロジェクト構築支援
●ステップアップ支援
●ブラッシュアップ支援

●共同研究や共同作業等の実施
●専門家による助言・指導等

産学連携共同体

大学等、公設試等 協力企業等

1
当
事
業
で
の
取
り
組
み
内
容
を

　教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
当
社
で
は
研
究
開
発
に
取
り
組
む
県
内
企
業
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
で
は
、
企
業
が
持

つ
新
製
品
や
新
サ
ー
ビ
ス
の
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す

る
た
め
、
県
内
大
学
等
の
研
究
機
関
と
連
携
し
て

研
究
開
発
を
進
め
、
製
品
化
・
事
業
化
を
実
現
し

て
も
ら
う
こ
と
で
県
内
企
業
の
競
争
力
強
化
を
目

指
し
ま
す
。
ア
イ
デ
ア
を
持
つ
企
業
に
対
し
、
事

業
化
に
つ
な
が
る
か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
ん
な
取

り
組
み
が
必
要
か
検
討
し
、
成
果
創
出
に
向
け
た

ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
構
築

を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
研
究
開
発
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
資
金
支

援
、
製
品
企
画
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
検
討
な
ど
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
支
援
や
、
事
業
化
に
向
け
た

必
要
情
報
の
提
供
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

2
現
在
の
状
況
と
課
題
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
度
の
事
業
化
可
能
性
調
査
採
択
企
業

は
５
社
、
研
究
開
発
採
択
企
業
は
７
社
で
し
た
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
は
、
県
内
事
業
者
か
ら
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ

く
、
「
相
談
窓
口
」
の
開
設
や
、
事
業
化
可
能
性

調
査
の
公
募
の
時
期
を
分
け
て
支
援
の
機
会
を
増

や
す
こ
と
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
産
学
官

連
携
の
さ
ら
な
る
強
化
に
向
け
、
当
社
も
相
談
体

制
・
指
導
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

3 

今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
沖
縄
T
L
O
は
、
「
沖
縄
に
お
け
る
大
学
等
の

知
を
活
用
し
た
産
業
発
展
を
支
援
す
る
」
企
業
を

目
指
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
産
業
界
か
ら
は
敷
居

が
高
い
と
さ
れ
て
き
た
大
学
等
へ
の
連
携
を
容
易

に
し
、
特
許
利
用
の
み
で
は
な
く
、
技
術
指
導
・

相
談
の
仲
介
、
共
同
研
究
や
受
託
研
究
の
実
現
、

受
託
研
究
員
の
受
け
入
れ
な
ど
を
活
発
に
す
る
こ

と
で
、
大
学
の
活
性
化
と
沖
縄
の
産
業
技
術
資
源

の
高
度
化
、
両
方
の
推
進
に
寄
与
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
実
際
に
、
共
同
研
究
で
学
生
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
若
い
世
代
の
意
見
を
取
り
入
れ
開

発
さ
れ
た
製
品
も
あ
り
ま
す
。
大
学
の
研
究
成
果

が
ど
の
よ
う
に
社
会
に
還
元
さ
れ
る
の
か
を
知
る

こ
と
は
、
学
生
に
と
っ
て
も
研
究
に
取
り
組
む
う

え
で
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
へ
と
繋
が
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
時
流
や
外
部
環
境
の
変
化
に
即

し
、
戦
略
に
基
づ
い
た
新
製
品
開
発
の
支
援
を
一

層
強
化
し
、
「
沖
縄
の
産
業
と
研
究
機
関
の
橋
渡

し
」
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

4 

事
業
の
成
果
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
大
学
等
の
有
用
な
シ
ー
ズ
を
用
い
、
高
付
加
価

値
化
や
競
争
優
位
な
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
創

出
に
よ
る
「
企
業
競
争
力
」
の
強
化
、
新
事
業
・

新
製
品
の
事
業
化
と
、
そ
の
展
開
に
よ
る
県
内
外

の
市
場
拡
大
お
よ
び
企
業
収
益
増
、
産
学
官
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
継
続
的
な
新
事
業
・
新
製

品
の
創
出
サ
イ
ク
ル
の
構
築
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

　
間
接
的
な
効
果
と
し
て
は
、
新
事
業
・
新
製
品

の
事
業
化
に
よ
る
関
連
産
業
の
活
性
化
、
お
よ
び

こ
れ
に
伴
う
雇
用
の
創
出
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
県
内
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
ん

だ
大
学
側
の
研
究
テ
ー
マ
設
定
に
よ
る
有
用
シ
ー

ズ
の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

代 表 者：照屋 潤二郎
業　　種：企業支援、
　　　　　人材育成事業ほか
設　　立：2006年3月
資 本 金：2,371万円
住　　所：沖縄県中頭郡西原町
　　　　　字千原1番地　
　　　　　琉球大学産学官連携棟3階
T　E　L：098-895-1701
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CASE

DATA

3

主
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：

荻
堂 
尚
美

地
域
産
業
連
携
支
援
事
業

産学官連携推進ネットワーク形成事業　概要図

相談窓口にはさまざまな事業者が訪れる

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

採
択
年
度
：
平
成
31
年
度
〜
令
和
２
年
度

採
択
年
度
：
平
成
19
年
度
〜
令
和
４
年
度

他2社/琉球朝日放送株式会社
　　  /株式会社座波商会



●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

沖
縄
の
優
位
性
を
活
用
し
た

e-sports

産
業
の
確
立
事
業

　

01

1
当
事
業
で
の
取
り
組
み
内
容
を

　教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ(e-sports)

」
と
は
、
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ッ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
の
略
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ゲ
ー
ム
、
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
を
使
っ
た
対
戦
を

ス
ポ
ー
ツ
競
技
と
し
て
捉
え
た
も
の
で
す
。
全
世

界
で
市
場
が
発
展
し
て
い
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い

て
、
当
社
で
は
台
湾
・
中
国
な
ど
の
メ
イ
ン
市
場

や
次
の
成
長
市
場
と
し
て
期
待
さ
れ
る
東
南
ア
ジ

ア
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
地
理
的
優
位
性
が
あ
る
沖
縄

の
特
徴
を
活
か
し
、
沖
縄
県
内
で
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

産
業
の
確
立
、
並
び
に
そ
の
周
辺
産
業
の
人
材
育

成
・
発
掘
・
活
性
化
に
つ
い
て
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
具
体
的
に
は
、
①
沖
縄
発
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際

大
会
開
催
と
そ
の
認
知
・
人
材
育
成
を
図
る
場
と

し
て
の
沖
縄
台
湾
リ
ー
グ
の
開
催
、
②
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
選
手
育
成
や
福
祉
分
野
で
の
活
用
を
目
的
と
し

た
選
手
や
観
客
の
心
拍
数
等
の
各
種
デ
ー
タ
測
定

手
法
に
関
す
る
研
究
、
③
県
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
ゲ
ー
ム
を

題
材
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
の
作
成
等
を

行
い
ま
し
た
。

2
現
在
の
状
況
と
課
題
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
国
際
大
会
と
し
て
は
台
湾
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
が
、
肝
心
な
沖
縄
大
会
を
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
開

催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
む
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン

大
会
に
切
り
替
え
て
沖
縄
台
湾
対
抗
戦
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
日
本
台
湾
合
計
で
同
時
接
続
数

2
、
5
0
0
を
記
録
し
ま
し
た
。
2
0
2
2
年
6

月
以
降
、
オ
フ
ラ
イ
ン
で
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
手
通
信
事
業
者
が
ス
ポ
ン

サ
ー
と
な
り
大
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
前
よ
り
は
ス
ポ
ン
サ
ー
が
減
っ
て
お
り
、
ス

ポ
ン
サ
ー
収
益
に
依
存
す
る
モ
デ
ル
か
ら
の
脱
却

が
必
要
で
す
。

3 

今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
福
岡
で
成
功
事
例
が
あ
る
よ
う
に
、
グ
ッ
ズ
展

開
等
で
ス
ポ
ン
サ
ー
収
益
以
外
の
マ
ネ
タ
イ
ズ
手

段
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
沖
縄
市
場
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
当

初
の
目
的
通
り
台
湾
と
の
連
携
や
県
外
大
手
企
業

の
誘
致
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
e
ス

ポ
ー
ツ
大
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
実
施
可
能
で
す

が
、
や
は
り
オ
フ
ラ
イ
ン
大
会
の
方
が
沖
縄
観
光

と
の
相
性
も
よ
く
、
ス
ポ
ン
サ
ー
も
集
ま
り
や
す

い
の
で
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
大
き
な
オ

フ
ラ
イ
ン
大
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
3

年
３
月
に
は
県
内
商
業
施
設
で
開
催
し
ま
す
。

4 

事
業
を
活
用
し
た
感
想
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
黎
明
期
の
産
業
に
つ
い
て
、
種
ま
き
か
ら
啓

蒙
・
認
知
活
動
ま
で
幅
広
く
支
援
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
直
接
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
な
か
な
か
繋
が

ら
な
い
福
祉
系
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
（
引
き
こ
も
り

の
子
ど
も
支
援
と
し
て
、
e
ス
ポ
ー
ツ
を
利
用
し

て
外
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
も
ら
い
、
専
門
家

の
ケ
ア
へ
つ
な
げ
て
い
く
）
も
実
施
で
き
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
で
、
県
内
で
も
福
祉
団
体
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
事
業
で

コ
ラ
ボ
し
た
企
業
が
高
齢
者
向
け
e
ス
ポ
ー
ツ
を

推
進
す
る
な
ど
、
当
社
以
外
に
も
大
き
な
拡
が
り

を
得
ま
し
た
。
今
後
も
沖
縄
の
地
場
産
業
活
性
化

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
持
続
と
循
環
を
テ
ー
マ

に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

代 表 者：住吉 基伸
業　　種：eスポーツ大会の主催・
　　　　　運営
設　　立：2016年7月
資 本 金：300万円
住　　所：浦添市字城間3019番地
　　　　　座波建設ビル内
T　E　L：098-879-0073

 

株式会社
ザ・ウェーブ

CASE

DATA

1

I
T
戦
略
室  

室
長
：

渋
川   

浩
史

戦
略
的
産
業
育
成
支
援
事
業

台湾と沖縄の参加者がオンラインで対戦した「琉熱台湾大会」（台湾会場）

沖縄ロワジールホテルで開催した国際大会には県外からも多数参加

産
学
官
連
携
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
事
業

02
県内大学や公設試験研究機関等と連携し、新商品・新サービスの創出に向け、
研究開発に取り組む県内企業が対象です。

●プロジェクト支援費の提供
●ニーズ・シーズマッチング
●プロジェクト構築支援
●ステップアップ支援
●ブラッシュアップ支援

●共同研究や共同作業等の実施
●専門家による助言・指導等

産学連携共同体

大学等、公設試等 協力企業等

1
当
事
業
で
の
取
り
組
み
内
容
を

　教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
当
社
で
は
研
究
開
発
に
取
り
組
む
県
内
企
業
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
で
は
、
企
業
が
持

つ
新
製
品
や
新
サ
ー
ビ
ス
の
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す

る
た
め
、
県
内
大
学
等
の
研
究
機
関
と
連
携
し
て

研
究
開
発
を
進
め
、
製
品
化
・
事
業
化
を
実
現
し

て
も
ら
う
こ
と
で
県
内
企
業
の
競
争
力
強
化
を
目

指
し
ま
す
。
ア
イ
デ
ア
を
持
つ
企
業
に
対
し
、
事

業
化
に
つ
な
が
る
か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
ん
な
取

り
組
み
が
必
要
か
検
討
し
、
成
果
創
出
に
向
け
た

ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
構
築

を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
研
究
開
発
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
資
金
支

援
、
製
品
企
画
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
検
討
な
ど
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
支
援
や
、
事
業
化
に
向
け
た

必
要
情
報
の
提
供
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

2
現
在
の
状
況
と
課
題
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
度
の
事
業
化
可
能
性
調
査
採
択
企
業

は
５
社
、
研
究
開
発
採
択
企
業
は
７
社
で
し
た
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
は
、
県
内
事
業
者
か
ら
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ

く
、
「
相
談
窓
口
」
の
開
設
や
、
事
業
化
可
能
性

調
査
の
公
募
の
時
期
を
分
け
て
支
援
の
機
会
を
増

や
す
こ
と
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
産
学
官

連
携
の
さ
ら
な
る
強
化
に
向
け
、
当
社
も
相
談
体

制
・
指
導
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

3 

今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
沖
縄
T
L
O
は
、
「
沖
縄
に
お
け
る
大
学
等
の

知
を
活
用
し
た
産
業
発
展
を
支
援
す
る
」
企
業
を

目
指
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
産
業
界
か
ら
は
敷
居

が
高
い
と
さ
れ
て
き
た
大
学
等
へ
の
連
携
を
容
易

に
し
、
特
許
利
用
の
み
で
は
な
く
、
技
術
指
導
・

相
談
の
仲
介
、
共
同
研
究
や
受
託
研
究
の
実
現
、

受
託
研
究
員
の
受
け
入
れ
な
ど
を
活
発
に
す
る
こ

と
で
、
大
学
の
活
性
化
と
沖
縄
の
産
業
技
術
資
源

の
高
度
化
、
両
方
の
推
進
に
寄
与
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
実
際
に
、
共
同
研
究
で
学
生
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
若
い
世
代
の
意
見
を
取
り
入
れ
開

発
さ
れ
た
製
品
も
あ
り
ま
す
。
大
学
の
研
究
成
果

が
ど
の
よ
う
に
社
会
に
還
元
さ
れ
る
の
か
を
知
る

こ
と
は
、
学
生
に
と
っ
て
も
研
究
に
取
り
組
む
う

え
で
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
へ
と
繋
が
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
時
流
や
外
部
環
境
の
変
化
に
即

し
、
戦
略
に
基
づ
い
た
新
製
品
開
発
の
支
援
を
一

層
強
化
し
、
「
沖
縄
の
産
業
と
研
究
機
関
の
橋
渡

し
」
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

4 

事
業
の
成
果
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
大
学
等
の
有
用
な
シ
ー
ズ
を
用
い
、
高
付
加
価

値
化
や
競
争
優
位
な
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
創

出
に
よ
る
「
企
業
競
争
力
」
の
強
化
、
新
事
業
・

新
製
品
の
事
業
化
と
、
そ
の
展
開
に
よ
る
県
内
外

の
市
場
拡
大
お
よ
び
企
業
収
益
増
、
産
学
官
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
継
続
的
な
新
事
業
・
新
製

品
の
創
出
サ
イ
ク
ル
の
構
築
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

　
間
接
的
な
効
果
と
し
て
は
、
新
事
業
・
新
製
品

の
事
業
化
に
よ
る
関
連
産
業
の
活
性
化
、
お
よ
び

こ
れ
に
伴
う
雇
用
の
創
出
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
県
内
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
ん

だ
大
学
側
の
研
究
テ
ー
マ
設
定
に
よ
る
有
用
シ
ー

ズ
の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

代 表 者：照屋 潤二郎
業　　種：企業支援、
　　　　　人材育成事業ほか
設　　立：2006年3月
資 本 金：2,371万円
住　　所：沖縄県中頭郡西原町
　　　　　字千原1番地　
　　　　　琉球大学産学官連携棟3階
T　E　L：098-895-1701

 

株式会社 沖縄TLO
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DATA

3

主
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：

荻
堂 

尚
美

地
域
産
業
連
携
支
援
事
業

産学官連携推進ネットワーク形成事業　概要図

相談窓口にはさまざまな事業者が訪れる

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

採
択
年
度
：
平
成
31
年
度
〜
令
和
２
年
度

採
択
年
度
：
平
成
19
年
度
〜
令
和
４
年
度

他2社/琉球朝日放送株式会社
　　  /株式会社座波商会



泡
盛
蒸
留
粕
を
用
い
た
用
途
分
野
に

応
じ
た
固
化
体
製
品
の
開
発

　

03

1
当
事
業
で
の
取
り
組
み
内
容
を

　教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
命
を
育
み
、
生
物
環
境
の
保
全
に
貢
献
す
る

製
品
を
開
発
す
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
も
と

に
、
2
0
1
8
年
か
ら
泡
盛
蒸
留
粕
を
活
用
し
た

新
た
な
固
化
体
製
品
「
ア
ミ
ノ
魚
礁
ブ
ロ
ッ
ク
」

の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。
①
セ
メ
ン
ト
を
使
用

し
な
い
、
②
地
域
資
源
で
あ
る
泡
盛
の
蒸
留
粕
を

原
料
に
使
用
す
る
、
と
い
う
大
胆
な
発
想
の
も

と
、
固
化
技
術
を
確
立
す
る
た
め
、
使
用
原
料
の

配
合
の
検
討
や
強
度
試
験
の
実
施
、
魚
礁
の
形
状

な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。
実
際
に
試
作
品
を
製

作
、
海
底
に
設
置
し
、
泡
盛
蒸
留
粕
を
配
合
し
た

ア
ミ
ノ
魚
礁
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
魚
礁
の
比
較
試
験

を
行
い
、
ア
ミ
ノ
魚
礁
の
海
藻
類
付
着
な
ど
の
有

効
性
を
検
証
し
ま
し
た
。
本
事
業
で
は
、
酒
粕
の

魚
礁
開
発
で
の
知
見
や
先
行
技
術
を
も
つ
鹿
児
島

大
学
水
産
学
部
や
鹿
児
島
共
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株

式
会
社
、
微
生
物
の
解
析
技
術
を
持
つ
株
式
会
社

バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
と
研
究
共
同
体
を
形
成
し
、
製

品
開
発
を
進
め
ま
し
た
。

2
現
在
の
状
況
と
課
題
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
製
品
開
発
を
進
め
る
一
方
、
先
行
し
て
特
殊
固

化
技
術
を
活
用
し
た
サ
ン
ゴ
増
養
殖
用
の
基
盤
材

を
製
造
し
、
県
内
外
の
漁
業
協
同
組
合
、
県
内
民

間
企
業
、
N
P
O
法
人
に
販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ア
ミ
ノ
魚
礁
ブ
ロ
ッ
ク
も
2
0
2
２

年
よ
り
県
内
か
ら
受
注
を
受
け
、
製
造
販
売
し
て

い
ま
す
。
ア
ミ
ノ
魚
礁
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、

2
0
2
1
年
、
県
内
沿
岸
域
に
漂
着
し
た
軽
石
を

魚
礁
材
料
に
活
用
し
た
軽
石
活
用
ア
ミ
ノ
魚
礁
ブ

ロ
ッ
ク
を
開
発
し
、
本
部
町
に
納
品
。
2
0
2
2

年
10
月
に
崎
本
部
沖
海
底
に
設
置
し
ま
し
た
。
こ

れ
も
特
殊
固
化
技
術
に
よ
る
も
の
で
、
県
内
に
大

量
に
保
管
さ
れ
て
い
る
軽
石
の
活
用
に
活
か
せ
た

ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
課
題
は
、
漁
業
関
係
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ

を
拾
い
、
製
品
ア
イ
テ
ム
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ

と
。
ま
た
、
ア
ミ
ノ
含
有
量
を
さ
ら
に
増
や
し
た

ア
ミ
ノ
魚
礁
ブ
ロ
ッ
ク
を
開
発
し
、
効
果
の
向
上

を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

3 

今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
既
に
本
島
中
北
部
の
い
く
つ
か
の
漁
協
や
行
政

機
関
に
製
品
を
導
入
し
て
頂
い
て
い
ま
す
が
、
さ

ら
に
県
内
全
域
へ
の
展
開
を
図
る
予
定
で
す
。
製

品
ア
イ
テ
ム
も
、
引
き
続
き
漁
業
者
の
ニ
ー
ズ
や

意
見
を
取
り
入
れ
、
開
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

実
際
に
小
型
サ
イ
ズ
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
漁
業
従
事
者

が
自
分
た
ち
の
船
で
運
べ
る
よ
う
に
開
発
し
た
も

の
で
す
。
ま
た
、
サ
ン
ゴ
基
盤
材
は
導
入
先
か
ら

の
評
価
が
高
い
こ
と
か
ら
、
県
内
全
域
に
広
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

4 

事
業
を
活
用
し
た
感
想
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
魚
礁
の
製
品
開
発
と
い
う
テ
ー
マ
で
は
な
か
な

か
支
援
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
に
合
致
し
な
い
中
、
支

援
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
事
業
は
、
製
品
開
発

や
サ
ー
ビ
ス
等
、
広
範
囲
の
テ
ー
マ
を
申
請
で
き

る
点
や
製
品
開
発
に
係
る
補
助
額
、
補
助
率
、
事

業
期
間
な
ど
が
非
常
に
使
い
や
す
い
と
思
い
ま

す
。
事
業
開
始
当
初
は
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
な
し
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
事
業
途
中
か
ら
ハ
ン
ズ

オ
ン
支
援
を
受
け
、
私
た
ち
が
気
づ
か
な
い
点
な

ど
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
大
変
助

か
り
ま
し
た
し
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
点
も
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
当
事
業
で
の
成
果
を
活
か
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
製
品
開
発
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

代 表 者：宮城  勝
業　　種：コンクリート二次製品
　　　　　などの製造業 
設　　立：1973年２月
資 本 金：3,000万円
住　　所：沖縄県名護市字久志
　　　　　521番地6
T　E　L：0980-55-2231

 

株式会社 沖坤

CASE

DATA

7

代
表
取
締
役
社
長
：

宮
城  

勝

事
業
開
発
部
部
長
：

安
里  

積
秀

北
部
地
域
産
業
振
興
事
業

環境機能付加型製品「アミノ魚礁ブロック」Ⅹ型（手前）は藻場造成にも使用される

国頭漁協関係者らによる試験魚礁（円筒型魚礁）設置の様子

伊
江
島
と
そ
の
特
産
品
の

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
事
業

04

1
当
事
業
で
の
取
り
組
み
内
容
を

　教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
沖
縄
県
に
は
年
間
１
千
万
人
近
く
の
観
光
客
が

訪
れ
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
離
島
へ
の
関
心

も
高
ま
っ
て
お
り
、
伊
江
島
お
よ
び
伊
江
島
特
産

品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
こ
と
で
、
訪
問
者
の

増
加
や
特
産
品
の
販
売
の
増
加
も
見
込
ま
れ
ま

す
。

　
し
か
し
、
離
島
ゆ
え
に
県
内
外
や
海
外
へ
の
情

報
発
信
を
行
う
に
も
多
大
な
費
用
と
労
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
基
金
を
用
い
て
、
地
域
と

特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
既
存
の
特
産
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ス

ト
ー
リ
ー
を
構
築
し
直
し
、
商
品
力
を
高
め
ま
し

た
。
そ
し
て
県
内
、
国
内
、
海
外
へ
む
け
て
、
物

産
展
や
展
示
会
等
へ
参
加
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

2
現
在
の
状
況
と
課
題
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
観
光
客
が
少
し
ず
つ
戻
り
、
売
店
で
の
売
上
も

回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
酒
類
の
販
売
も
好
調
で

す
。
特
に
限
定
品
の
ラ
ム
酒
を
中
心
に
売
り
上
げ

が
伸
び
て
い
ま
す
。
新
し
く
し
た
ラ
ム
酒
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
や
ブ
ラ
ン
ド
ス
ト
ー
リ
ー
が
好

評
で
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ー
ド
フ
レ
ア
な
ど
の
食
イ

ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、
島
の
特
産
品
の
こ

だ
わ
り
や
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
と
共
に
S
N
S

で
も
発
信
し
、
地
域
と
特
産
品
等
の
情
報
を
県
内

外
へ
周
知
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
特

産
品
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
の
販
売
促
進
と
新
規
販
売

先
の
獲
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
観
光
客
の
土
産
品
購
入
の
ス
タ
イ
ル
が

大
量
買
い
か
ら
個
別
買
い
へ
変
化
し
て
お
り
、
物

産
セ
ン
タ
ー
の
売
上
は
依
然
厳
し
い
ま
ま
で
す
。

従
業
員
も
足
り
て
お
ら
ず
、
商
品
の
製
造
も
追
い

つ
き
ま
せ
ん
。
人
材
不
足
が
大
き
な
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

3 

今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
事
業
を
通
し
て
高
め
た
伊
江
島
と
特
産
品

の
ブ
ラ
ン
ド
力
、
つ
ま
り
特
徴
や
こ
だ
わ
り
、
個

性
や
価
値
は
、
今
後
も
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
の

努
力
と
、
情
報
発
信
を
行
い
続
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
商
品
の
販
売
等
に
よ
っ
て
得
た
収
益
は
、

新
商
品
の
開
発
や
情
報
発
信
に
使
い
、
そ
し
て
そ

れ
ら
を
行
う
た
め
の
人
材
育
成
に
投
資
す
る
と
い

う
循
環
に
よ
っ
て
、
離
島
地
域
の
活
性
化
、
産
業

の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
で
す
。

4 

事
業
を
活
用
し
た
感
想
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
離
島
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
す
る
た
め

に
は
旅
費
が
か
か
り
ま
す
。
実
店
舗
も
、
魅
力
あ

る
店
舗
に
し
て
話
題
づ
く
り
を
し
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
E
C
サ
イ
ト
の
強
化
や

S
N
S
の
運
用
改
善
に
は
専
門
的
な
知
識
や
経
験

が
必
須
で
す
。
し
か
し
離
島
は
人
材
が
限
ら
れ
る

た
め
に
外
部
に
委
託
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
多
額

の
経
費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
観

光
・
特
産
品
販
売
を
活
性
化
さ
せ
る
に
は
、
島
外

へ
の
販
路
開
拓
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
伊
江
島
と
特

産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上
さ
せ
、
離
島
地
域
や

産
業
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
財
政
基
盤
が

脆
弱
な
離
島
企
業
の
独
自
予
算
だ
け
で
は
困
難
で

し
た
。
支
援
を
受
け
る
こ
と
で
、
外
部
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
や
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
相
談
で
き
た
ほ
か
、
イ
ベ

ン
ト
出
展
や
S
N
S
発
信
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
身
に
つ

き
ま
し
た
。

代 表 者：宮里 徳成
業　　種：小売り、食品製造、
　　　　　酒類製造
設　　立：2013年11月
資 本 金：2,100万円
住　　所：沖縄県国頭郡伊江村
　　　　　字川平519番地の3
T　E　L：0980-49-5555
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泡
盛
蒸
留
粕
を
用
い
た
用
途
分
野
に

応
じ
た
固
化
体
製
品
の
開
発

　

03

1
当
事
業
で
の
取
り
組
み
内
容
を

　教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
命
を
育
み
、
生
物
環
境
の
保
全
に
貢
献
す
る

製
品
を
開
発
す
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
も
と

に
、
2
0
1
8
年
か
ら
泡
盛
蒸
留
粕
を
活
用
し
た

新
た
な
固
化
体
製
品
「
ア
ミ
ノ
魚
礁
ブ
ロ
ッ
ク
」

の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。
①
セ
メ
ン
ト
を
使
用

し
な
い
、
②
地
域
資
源
で
あ
る
泡
盛
の
蒸
留
粕
を

原
料
に
使
用
す
る
、
と
い
う
大
胆
な
発
想
の
も

と
、
固
化
技
術
を
確
立
す
る
た
め
、
使
用
原
料
の

配
合
の
検
討
や
強
度
試
験
の
実
施
、
魚
礁
の
形
状

な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。
実
際
に
試
作
品
を
製

作
、
海
底
に
設
置
し
、
泡
盛
蒸
留
粕
を
配
合
し
た

ア
ミ
ノ
魚
礁
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
魚
礁
の
比
較
試
験

を
行
い
、
ア
ミ
ノ
魚
礁
の
海
藻
類
付
着
な
ど
の
有

効
性
を
検
証
し
ま
し
た
。
本
事
業
で
は
、
酒
粕
の

魚
礁
開
発
で
の
知
見
や
先
行
技
術
を
も
つ
鹿
児
島

大
学
水
産
学
部
や
鹿
児
島
共
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株

式
会
社
、
微
生
物
の
解
析
技
術
を
持
つ
株
式
会
社

バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
と
研
究
共
同
体
を
形
成
し
、
製

品
開
発
を
進
め
ま
し
た
。

2
現
在
の
状
況
と
課
題
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
製
品
開
発
を
進
め
る
一
方
、
先
行
し
て
特
殊
固

化
技
術
を
活
用
し
た
サ
ン
ゴ
増
養
殖
用
の
基
盤
材

を
製
造
し
、
県
内
外
の
漁
業
協
同
組
合
、
県
内
民

間
企
業
、
N
P
O
法
人
に
販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ア
ミ
ノ
魚
礁
ブ
ロ
ッ
ク
も
2
0
2
２

年
よ
り
県
内
か
ら
受
注
を
受
け
、
製
造
販
売
し
て

い
ま
す
。
ア
ミ
ノ
魚
礁
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、

2
0
2
1
年
、
県
内
沿
岸
域
に
漂
着
し
た
軽
石
を

魚
礁
材
料
に
活
用
し
た
軽
石
活
用
ア
ミ
ノ
魚
礁
ブ

ロ
ッ
ク
を
開
発
し
、
本
部
町
に
納
品
。
2
0
2
2

年
10
月
に
崎
本
部
沖
海
底
に
設
置
し
ま
し
た
。
こ

れ
も
特
殊
固
化
技
術
に
よ
る
も
の
で
、
県
内
に
大

量
に
保
管
さ
れ
て
い
る
軽
石
の
活
用
に
活
か
せ
た

ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
課
題
は
、
漁
業
関
係
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ

を
拾
い
、
製
品
ア
イ
テ
ム
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ

と
。
ま
た
、
ア
ミ
ノ
含
有
量
を
さ
ら
に
増
や
し
た

ア
ミ
ノ
魚
礁
ブ
ロ
ッ
ク
を
開
発
し
、
効
果
の
向
上

を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

3 

今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
既
に
本
島
中
北
部
の
い
く
つ
か
の
漁
協
や
行
政

機
関
に
製
品
を
導
入
し
て
頂
い
て
い
ま
す
が
、
さ

ら
に
県
内
全
域
へ
の
展
開
を
図
る
予
定
で
す
。
製

品
ア
イ
テ
ム
も
、
引
き
続
き
漁
業
者
の
ニ
ー
ズ
や

意
見
を
取
り
入
れ
、
開
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

実
際
に
小
型
サ
イ
ズ
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
漁
業
従
事
者

が
自
分
た
ち
の
船
で
運
べ
る
よ
う
に
開
発
し
た
も

の
で
す
。
ま
た
、
サ
ン
ゴ
基
盤
材
は
導
入
先
か
ら

の
評
価
が
高
い
こ
と
か
ら
、
県
内
全
域
に
広
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

4 

事
業
を
活
用
し
た
感
想
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
魚
礁
の
製
品
開
発
と
い
う
テ
ー
マ
で
は
な
か
な

か
支
援
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
に
合
致
し
な
い
中
、
支

援
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
事
業
は
、
製
品
開
発

や
サ
ー
ビ
ス
等
、
広
範
囲
の
テ
ー
マ
を
申
請
で
き

る
点
や
製
品
開
発
に
係
る
補
助
額
、
補
助
率
、
事

業
期
間
な
ど
が
非
常
に
使
い
や
す
い
と
思
い
ま

す
。
事
業
開
始
当
初
は
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
な
し
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
事
業
途
中
か
ら
ハ
ン
ズ

オ
ン
支
援
を
受
け
、
私
た
ち
が
気
づ
か
な
い
点
な

ど
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
大
変
助

か
り
ま
し
た
し
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
点
も
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
当
事
業
で
の
成
果
を
活
か
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
製
品
開
発
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

代 表 者：宮城  勝
業　　種：コンクリート二次製品
　　　　　などの製造業 
設　　立：1973年２月
資 本 金：3,000万円
住　　所：沖縄県名護市字久志
　　　　　521番地6
T　E　L：0980-55-2231
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長
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積
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域
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業
振
興
事
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環境機能付加型製品「アミノ魚礁ブロック」Ⅹ型（手前）は藻場造成にも使用される
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伊
江
島
と
そ
の
特
産
品
の

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
事
業

04

1
当
事
業
で
の
取
り
組
み
内
容
を

　教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
沖
縄
県
に
は
年
間
１
千
万
人
近
く
の
観
光
客
が

訪
れ
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
離
島
へ
の
関
心

も
高
ま
っ
て
お
り
、
伊
江
島
お
よ
び
伊
江
島
特
産

品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
こ
と
で
、
訪
問
者
の

増
加
や
特
産
品
の
販
売
の
増
加
も
見
込
ま
れ
ま

す
。

　
し
か
し
、
離
島
ゆ
え
に
県
内
外
や
海
外
へ
の
情

報
発
信
を
行
う
に
も
多
大
な
費
用
と
労
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
基
金
を
用
い
て
、
地
域
と

特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
既
存
の
特
産
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ス

ト
ー
リ
ー
を
構
築
し
直
し
、
商
品
力
を
高
め
ま
し

た
。
そ
し
て
県
内
、
国
内
、
海
外
へ
む
け
て
、
物

産
展
や
展
示
会
等
へ
参
加
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

2
現
在
の
状
況
と
課
題
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
観
光
客
が
少
し
ず
つ
戻
り
、
売
店
で
の
売
上
も

回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
酒
類
の
販
売
も
好
調
で

す
。
特
に
限
定
品
の
ラ
ム
酒
を
中
心
に
売
り
上
げ

が
伸
び
て
い
ま
す
。
新
し
く
し
た
ラ
ム
酒
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
や
ブ
ラ
ン
ド
ス
ト
ー
リ
ー
が
好

評
で
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ー
ド
フ
レ
ア
な
ど
の
食
イ

ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、
島
の
特
産
品
の
こ

だ
わ
り
や
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
と
共
に
S
N
S

で
も
発
信
し
、
地
域
と
特
産
品
等
の
情
報
を
県
内

外
へ
周
知
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
特

産
品
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
の
販
売
促
進
と
新
規
販
売

先
の
獲
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
観
光
客
の
土
産
品
購
入
の
ス
タ
イ
ル
が

大
量
買
い
か
ら
個
別
買
い
へ
変
化
し
て
お
り
、
物

産
セ
ン
タ
ー
の
売
上
は
依
然
厳
し
い
ま
ま
で
す
。

従
業
員
も
足
り
て
お
ら
ず
、
商
品
の
製
造
も
追
い

つ
き
ま
せ
ん
。
人
材
不
足
が
大
き
な
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

3 

今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
事
業
を
通
し
て
高
め
た
伊
江
島
と
特
産
品

の
ブ
ラ
ン
ド
力
、
つ
ま
り
特
徴
や
こ
だ
わ
り
、
個

性
や
価
値
は
、
今
後
も
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
の

努
力
と
、
情
報
発
信
を
行
い
続
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
商
品
の
販
売
等
に
よ
っ
て
得
た
収
益
は
、

新
商
品
の
開
発
や
情
報
発
信
に
使
い
、
そ
し
て
そ

れ
ら
を
行
う
た
め
の
人
材
育
成
に
投
資
す
る
と
い

う
循
環
に
よ
っ
て
、
離
島
地
域
の
活
性
化
、
産
業

の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
で
す
。

4 

事
業
を
活
用
し
た
感
想
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
離
島
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
す
る
た
め

に
は
旅
費
が
か
か
り
ま
す
。
実
店
舗
も
、
魅
力
あ

る
店
舗
に
し
て
話
題
づ
く
り
を
し
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
E
C
サ
イ
ト
の
強
化
や

S
N
S
の
運
用
改
善
に
は
専
門
的
な
知
識
や
経
験

が
必
須
で
す
。
し
か
し
離
島
は
人
材
が
限
ら
れ
る

た
め
に
外
部
に
委
託
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
多
額

の
経
費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
観

光
・
特
産
品
販
売
を
活
性
化
さ
せ
る
に
は
、
島
外

へ
の
販
路
開
拓
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
伊
江
島
と
特

産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上
さ
せ
、
離
島
地
域
や

産
業
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
財
政
基
盤
が

脆
弱
な
離
島
企
業
の
独
自
予
算
だ
け
で
は
困
難
で

し
た
。
支
援
を
受
け
る
こ
と
で
、
外
部
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
や
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
相
談
で
き
た
ほ
か
、
イ
ベ

ン
ト
出
展
や
S
N
S
発
信
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
身
に
つ

き
ま
し
た
。

代 表 者：宮里 徳成
業　　種：小売り、食品製造、
　　　　　酒類製造
設　　立：2013年11月
資 本 金：2,100万円
住　　所：沖縄県国頭郡伊江村
　　　　　字川平519番地の3
T　E　L：0980-49-5555
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沖縄の産業振興に繋がる　
     事業計画を支援します！！
沖縄の産業振興に繋がる　
     事業計画を支援します！！

沖縄県

産業振興基金事業補助金

経営支援部 事業支援課
〒901-0152  沖縄県那覇市字小禄1831-1 沖縄産業支援センター4階
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　平成31年度（令和元年度）

●戦略的産業育成支援事業
•株式会社あしびかんぱにー
　沖縄観光コンテンツ開発環境整備事業
～沖縄型新ライブ・エンタテインメン
ト・コンテンツ創出～
•一般財団法人沖縄 IT イノベーション戦
略センター
　簡易版スタートアップスタジオのビジ
ネスモデル構築・実証事業
•株式会社ザ・ウェーブ
　沖縄の優位性を活用した e-sports 産業
の確立事業
•有限会社サニー沖縄
　沖縄の強みを活かした県産及び国産成
果の販売促進事業

●地域産業連携支援事業
•株式会社沖縄 TLO
　産学官連携推進ネットワーク形成事業

●地域産業支援事業
•一般財団法人沖縄マリンレジャーセイ
フティービューロー
　情報の可視化による高付加価値サービ
スの標準化を目指す事業
•公益財団法人沖縄県産業振興公社
　沖縄におけるベンチャーファンドのあ
り方に関する調査事業

●人材育成事業
•公益社団法人沖縄県情報産業協会
　即戦力 IT 人材育成事業

●北部地域産業振興事業
•一般社団法人羽地ネットワーク
　羽地コミュニティ・ビジネス事業
•国頭村
　国頭村シェアリングエコノミー観光振
興事業
•株式会社沖坤
　泡盛蒸留粕を用いた環境にやさしい固
化体製品の開発とその応用
•株式会社伊江島物産センター
　伊江島とその特産品のブランド力向上
事業
•株式会社未来ぎのざ
　規格外果物等料理体験事業
•株式会社セレンディピティ
　フクギに宿る精霊に祝福されるウェ
ディング事業開発

　令和２年度

●戦略的産業育成支援事業
•株式会社あしびかんぱにー
　沖縄観光コンテンツ開発環境整備事業
～沖縄型新ライブ・エンタテインメン
ト・コンテンツ創出～
•株式会社ザ・ウェーブ　他２社
　沖縄の優位性を活用した e-sports 産業
の確立事業

●地域産業連携支援事業
•株式会社沖縄 TLO
　産学官連携推進ネットワーク形成事業

●地域産業支援事業
•一般財団法人沖縄マリンレジャーセイ
フティービューロー
　情報の可視化による高付加価値サービ
スの標準化を目指す事業

●北部地域産業振興事業
•一般社団法人羽地ネットワーク
　羽地コミュニティ・ビジネス事業
•株式会社沖坤
　泡盛蒸留粕を用いた環境にやさしい固
化体製品の開発とその応用
•株式会社伊江島物産センター
　伊江島とその特産品のブランド力向上
事業
•株式会社ぎのざ
　規格外果物等料理体験事業

　令和３年度

●戦略的産業育成支援事業
•株式会社沖縄県物産公社
　沖縄オンライン物産展構築事業（ニュー
ノーマル時代に対応したビジネス展開）

●地域産業連携支援事業
•株式会社沖縄 TLO
　産学官連携推進ネットワーク形成事業

●地域産業支援事業
•公益財団法人沖縄県産業振興公社
　SDGs ビジネス支援事業
•沖縄県酒造組合
　泡盛のブランドイメージ向上を目指し
た古酒化に関する調査研究事業

●北部地域産業振興事業
•株式会社伊江島物産センター
　伊江島とその特産品のブランド力向上
事業
•株式会社沖坤
　泡盛蒸留粕を用いた用途分野に応じた
固化体製品の開発
•合同会社OKINAWA BIO SHIITAKE
　自社・商品ブランド力の強化と売上の
拡大

　令和4年度

●戦略的産業育成支援事業
•株式会社沖縄県物産公社
　沖縄オンライン物産展販促チャネル多
様化事業（ニューノーマル時代に対応
したビジネス展開）

●地域産業連携支援事業
•株式会社沖縄 TLO
　産学官連携推進ネットワーク事業

●地域産業支援事業
•ゆいまーる沖縄株式会社
　世界に誇る沖縄の伝統染織物の継承と
発展の仕組み構築事業

●北部地域産業振興事業
•株式会社伊江島物産センター
　伊江島とその特産品のブランド力向上
事業
•株式会社わんさか
　「つながる地方物産展」を核とした外部
販売拡大事業

採 択 事 業  

※事業者・団体名は、採択当時のものです。

【申請に関するお問い合わせ】 【事業計画に関するご相談】


